
第 7講 教材の開発とその活用 

藤本清隆（サンメッセ株式会社） 

【学習到達目標】 

・多視点映像教材の開発とその活用について説明できる． 

 

１．看護技術の多視点映像タブレット教材 

 多視点映像による看護基礎技術タブレット教材は，図 7-1,7-2 の

ように iPad で動作するアプリケーションとなっている．現在はネッ

トワークによる動画配信で無く，スムーズな再生と利用現場のネッ

トワーク環境を考慮して，動画素材を含め全てのデータをタブレッ

ト内のストレージに格納している． 

   
図 7-1 教材イメージ     図 7-2 画面イメージ 

このタブレット教材のインターフェイスは図 7－３のようになっ

ており，マルチアングル映像と任意のアングル映像を簡単に切り替

えて観ることができる． 

 
図 7－３ インターフェイス 

多視点映像による看護技術

タブレット教材 

 

http://www.sunmesse.co.jp/

topics/20150220.html 
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看護技術の多視点映像タブレット教材の機能 

1）４画面マルチと６画面マルチの切換 

※マルチ画面を４面と６面に切換 

切換は画面左上のアイコンをタップ． 

2）マルチ画面とシングル画面の切換 

※マルチ画面の任意のアングルをタップすると大画面になる． 

もう一度，タップするとマルチ画面に戻る． 

 3）実習のポイント表示 

※この技術で教える側から見た重要なポイントをタイムライン

上に表示する．表示はボタンで非表示と切換える． 

4）チャプターメニュー 

※実習のポイントをチャプターとして登録したメニューを用意

し，いつでもメニューからジャンプできる． 

5）直前の動作を確認するための，ワンタッチ巻き戻し 

※巻き戻しボタンをタップすると５秒前に瞬時に戻って再生す

る． 

※早送りボタンも同様５秒送る． 

その他の機能として，再生動画の一時停止と再開，任意のタイムラ

インから再生できるスライドバーの装備などがある 

 

２．多視点映像タブレット教材 

多視点映像タブレット教材の開発については，その対象が多視点

映像のメリットを享受できるか否かを考慮する必要がある． 

従来の編集者目線での映像教材とは違い，学習者自身が視点を選

べるというインターフェイスを持つことから，その対象に最適なア

ングルとカメラ台数を設定し撮影しなければならない． 

看護技術の多視点映像タブレット教材の場合の撮影は図 7－4 の

ように業務用カメラ４台と小型のアクションカメラ２台を設置して

行った． 
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図 7－4 撮影におけるカメラセッティング 

撮影における注意点として，複数台のカメラを対向して設置した

場合，それぞれのカメラが映像に写り込むのを避ける工夫が必要と

なる．この点に関しては小型のアクションカメラを利用することで

対処しやすく，撮影も容易に行える． 

 

３．教材の看護技術項目選定 

多視点映像教材の開発については，メンバー全員が多視点映像教

材の特性を理解した上で，教材として作成する看護基礎技術項目を

選択した． 

看護基本技術は 14 の領域にわかれ，項目数は 103 にも及ぶもの

であり，ベッドメーキングなど大掛かりなものから採血など狭い範

囲で行えるものなどがある． 

今回は，その中でも一人で実施できる項目で，カメラを複数台設

置可能な基本技術に絞って選定を行った． 

結果として選択した技術項目は「ベッドから車椅子への移乗」と

「車椅子からベッドへの移乗」となった． 

先ず「ベッドから車椅子への移乗」学習材を作成するにあたり，

シナリオを作成し，メンバーとカメラマン等撮影スタッフを交えて

撮影ポイントと編集方法について検討し，不明点や注意点を無くし

ていった． 
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４．実証実験と評価 

この多視点映像タブレット教材を授業で使用する場合を想定し，

40 人クラスを５名ずつの８グループに分け，グループに１台のタブ

レットを配布すると仮定． 

実証実験を行うにあたり，多視点映像タブレット教材の有効性を

評価するための構成を検討する．検討した評価の構成に従って事前

調査を行い，指導方法の検討や評価項目，評価方法を策定する． 

看護技術の多視点映像タブレット教材に関しては，図 7-5 に示す

アンケート形式の評価を行った．授業で使用することを想定した５

段階評価の選択式設問を 19 項目，記述式の設問を 5 項目用意し実

証実験終了後に配布した．そのアンケートの集計結果の一部を図 7-

6 に示す． 

 
図 7-5 5 段階評価の選択式アンケート例 

 
図 7-6 アンケート集計結果 
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５．多視点映像教材の展開 

例として看護学科における自学材の看護技術教材を取り上げたが，

多視点映像を用いた教材は他の学部，学科においても広く活用でき

るツールである． 

例えば，小中学校における理科の実験教材を開発する場合，先生

が実験を見せる時に，実験台の周辺に児童生徒が集合することにな

るが，一方向からしか見えない児童生徒が大半で十分に理解するこ

とができない． 

しかし，多視点映像教材を用いると，従来の映像教材では見られ

ない，被験者の目線による映像や正面からの映像，左右側面からの

映像や俯瞰による映像を見ることができ，理解の手助けとなる． 

また，体育や書道など自身の所作を記録し，模範映像と比較する

ような教材の開発も考えられる． 

この場合，新たに撮影機能と比較機能などを追加する必要性があ

るが，多視点映像教材の可能性は大きい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ワークショップ】 

看護技術の多視点映像タブレット教材を使ってみて，他の教材へ

の応用をグループで話し合って，その効果について考えなさい． 


